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( 5 7 )【特許請求の範囲】

【請求項１】

コンクリート製の魚礁用ブロックであって、その横断面形状が多角形である本体部と、当

該本体部の外周部の一部から当該外周部に連なって下方に且つ内側に向かって延びる外側

面を有する脚部二つ以上とを備え、当該本体部のその下方に脚部を有しない部分には本体

部の上面と下面とを直線的に繋ぐ貫通孔が一つ以上形成されており、当該貫通孔の少なく

とも一部には木質系材料が充填されており、木質系材料の端部は前記本体部の上面及び／

又は下面から突出していてもよく、但し、下面から突出している部分の高さは前記脚部の

高さ以下であることを特徴とする魚礁用ブロック。

【請求項２】

前記本体部の外周部の少なくとも一部が内側に向かう傾斜面となっている、請求項１に記

載の魚礁用ブロック。

【請求項３】

二つの脚部を備え、それらの脚部は、その外側面が、前記本体部の下面の多角形形状の相

向かい合う二辺ａ，ｂのそれぞれから内側に向かって傾斜しつつ下方に延びている、請求

項１又は２に記載の魚礁用ブロック。

【請求項４】

請求項１乃至３のいずれか一項に記載の第一の魚礁用ブロックであって、その本体部の横

断面形状が正方形であるものを海底又は浜に設置し、その上に、請求項１乃至３のいずれ

か一項に記載の第二の魚礁用ブロックであって、その本体部の横断面形状が正方形である
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も の を 載 置 し 、 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て 第 三 以 降 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク も 同 様 に 載 置 す る こ と を

特 徴 と し 、 こ こ で 、 前 記 木 質 系 材 料 の 前 記 本 体 部 の 上 面 及 び ／ 又 は 下 面 か ら 突 出 し て い る

部 分 の 高 さ は 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 積 重 ね に 支 障 の な い 高 さ で あ る 、 人 工 魚 礁 の 構 築 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク が 前 記 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク よ り も 小 さ く 、 さ ら に 、 必 要 に 応

じ て 載 置 さ れ る 第 三 以 降 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク も 順 次 小 さ く な っ て い く 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 人

工 魚 礁 の 構 築 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体 部 の 横

断 面 形 状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角 の 相 向 か い 合 う 二 つ

の 短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ り 、 前 記 本 体 部 の 下

面 の 八 角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に

延 び る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 二 つ を 、 そ れ ら 二 つ の 第 一

の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 前 記 八 角 形 の 長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 海 底 又 は 浜 に

設 置 し 、 そ の 上 に 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ

て 、 そ の 本 体 部 の 横 断 面 形 状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角

の 相 向 か い 合 う 二 つ の 短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ

り 、 前 記 本 体 部 の 下 面 の 八 角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ

て 傾 斜 し つ つ 下 方 に 延 び る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 一 つ 又

は 二 つ を 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 と 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 と が 互 い に 直 角 と

な る よ う に 、 そ し て 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 二 つ 用 い る 場 合 に は 、 そ れ ら 二 つ の 第 二 の

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 前 記 八 角 形 の 長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 載 置 し 、 さ ら に

、 必 要 に 応 じ て 第 三 以 降 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク も 同 様 に 載 置 す る こ と を 特 徴 と し 、 こ こ で 、 前

記 木 質 系 材 料 の 前 記 本 体 部 の 上 面 及 び ／ 又 は 下 面 か ら 突 出 し て い る 部 分 の 高 さ は 魚 礁 用 ブ

ロ ッ ク の 積 重 ね に 支 障 の な い 高 さ で あ り 、 ま た 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 一 つ の み を 載 置 し た 場 合

に は 、 そ の 一 つ の み の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 上 に 魚 礁 ブ ロ ッ ク 二 つ が 載 置 さ れ る こ と は な い 、 人

工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 構 築 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体 部 の 横

断 面 形 状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角 の 相 向 か い 合 う 二 つ

の 短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ り 、 前 記 本 体 部 の 下

面 の 八 角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に

延 び る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 三 つ 以 上 を 、 前 記 八 角 形 の

長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 海 底 又 は 浜 に 設 置 し 、 端 部 に 設 置 さ れ た 第 一 の

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) と そ の 隣 り に 設 置 さ れ た 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) の 上 に は 、 請 求 項

１ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体 部 の 横 断 面 形

状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角 の 相 向 か い 合 う 二 つ の 短 辺

と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ り 、 前 記 本 体 部 の 下 面 の 八

角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に 延 び る

外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) を 、 前 記 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ

ク ( I ) 、 ( I I ) の 脚 部 と 当 該 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) の 脚 部 と が 互 い に 直 角 と な る よ う に 且

つ 同 様 の 方 向 に 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) を 載 置 で き る 空 間 を 空 け て 載 置 し 、 第 二 の 魚 礁

用 ブ ロ ッ ク ( I I ) は 、 前 記 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) に 対 し 、 前 記 八 角 形 の 長 辺 同 士 が 平 行

と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 、 且 つ 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) の 前 記 八 角 形 の 長 辺 の 長 さ 方

向 に 約 １ ／ ２ だ け ず ら し て 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) 及 び そ の 隣 り の 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ

ク ( I I I ) の 上 に 載 置 し 、 更 に 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I V ) 以 降 が 海 底 又 は 浜 に 設 置 さ れ て い

る 場 合 に は 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I I ) 以 降 も 同 様 に 載 置 す る こ と を 含 み 、 従 っ て 、 両

端 部 の 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク は 、 そ の 上 面 の 面 積 の １ ／ ２ 以 上 が 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク が

載 置 さ れ な い た め に 露 出 さ れ て お り 、 こ こ で 、 前 記 木 質 系 材 料 の 前 記 本 体 部 の 上 面 及 び ／

又 は 下 面 か ら 突 出 し て い る 部 分 の 高 さ は 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 積 重 ね に 支 障 の な い 高 さ で あ る

10

20

30

40

50



(3) JP  5051434  B2  2012.10.17

、 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 構 築 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 二 つ 以 上 を 、 並 置 し 及 び ／ 又 は 積

重 ね て な り 、 こ こ で 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 二 つ 以 上 が 積 重 ね ら れ て い る 場 合 に は 、 前 記 木 質 系

材 料 の 前 記 本 体 部 の 上 面 及 び ／ 又 は 下 面 か ら 突 出 し て い る 部 分 の 高 さ は 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の

積 重 ね に 支 障 の な い 高 さ で あ る 、 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク と 、 当 該 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い る 人 工 魚 礁 の 構 築 方 法 及 び 突

堤 又 は 離 岸 堤 の 構 築 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 魚 類 等 の 繁 殖 を 促 進 す る た め 、 人 工 魚 礁 や 人 工 藻 場 の 構 築 が 行 わ れ て お り 、

そ の よ う な 目 的 に 使 用 さ れ る 構 造 体 も 、 多 数 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 洞 門 ・ 洞 孔 を 設 け た コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 製 の 魚 礁 が 開 示 さ れ

て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 上 面 か ら 底 面 に 向 か っ て 貫 通 す る 複 数 の 貫 通 孔 を 設 け た

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 製 の 藻 場 造 成 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 当 該 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク に 鞘

パ イ プ を 貫 通 さ せ 且 つ 当 該 鞘 パ イ プ 内 に 脚 部 を 上 下 動 自 在 に 貫 通 さ せ て な る も の が 開 示 さ

れ て い る 。 こ れ ら の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記 洞 門 ・ 洞 孔 や 貫 通 孔 に は 海 水 が 流 入 し 、 比

較 的 小 さ な 魚 類 は こ れ ら 洞 門 等 を 通 過 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 一 方 、 比 較 的 大 き な 魚 類 や 、 砂 に 潜 る 生 物 の た め に 、 下 部 に 空 洞 を 設 け た も の も 知 ら れ

て い る 。 そ の よ う な 例 と し て 、 前 記 特 許 文 献 １ の 魚 礁 に お い て 、 洞 門 ・ 洞 孔 を 大 き く し た

も の が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 藻 場 造 成 礁 は 、 そ の 基 台 と し て 、 複 数 の 空

洞 型 魚 礁 ブ ッ ク を 使 用 し て い る 。 さ ら に 、 特 許 文 献 ４ の 図 １ に 記 載 の 人 工 魚 礁 は 、 そ の 下

部 に 通 路 を 有 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 人 工 物 で あ る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 自 然 と の 調 和 や 、 海 中 に お け る 海 藻 の 林 の 生 成 の た め に

、 間 伐 材 等 の 木 質 系 材 料 の 使 用 も 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 特 許 文 献 ５ に は 、 魚 礁 と し て も

用 い ら れ る コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 一 端 は コ ン ク リ ー ト 中 に 埋 設 さ れ 、 他 端

は コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク か ら 突 出 し て い る 木 を 複 数 備 え て な る も の が 開 示 さ れ て い る 。 ま

た 、 前 記 特 許 文 献 ４ の 図 １ に は 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク か ら 突 出 す る よ う に ブ ロ ッ ク 内 に

配 設 さ れ た 、 Ｌ 字 形 又 は Ｔ 字 形 の 間 伐 材 等 の 木 質 系 材 料 を 備 え る 人 工 魚 礁 が 開 示 さ れ て い

る 。 請 求 項 １ ２ に よ る と 、 こ の 木 質 系 材 料 は 生 物 分 解 に よ っ て 消 滅 し 、 木 質 系 材 料 が 存 在

し た 個 所 は 、 最 終 的 に は 通 路 と な る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 離 岸 堤 等 の 海 岸 構 造 物 を 、 藻 場 の 基 盤 と し て 利 用 し よ う と す る 提 案 も あ る 。 特 許

文 献 ６ に は 、 丸 太 木 材 を 海 岸 構 造 物 に 固 定 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ９ ６ ４ ２

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ９ １ ８ ４ ７

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ９ ０ ０ ８

【 特 許 文 献 ４ 】 実 開 ２ ０ ０ ５ － １ ４ ３ ４ ５ ７

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ６ ２ ２ ６

【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ １ ７ ９ ０ １

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 単 独 で 又 は 組 み 合 わ せ て 人 工 魚 礁 と し て 用 い る こ と の で き る 、 製 造 が

容 易 で 、 海 流 に 逆 ら わ な い 構 造 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク と 、 そ の よ う な 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 組 み 合

わ せ て 用 い る 、 人 工 魚 礁 を 構 築 す る 方 法 及 び 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 構 築 方 法 を 提 供 す る こ と に

あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 検 討 し 、 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。

　 即 ち 第 一 の 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 横 断 面 形 状 が 多 角

形 で あ る 本 体 部 と 、 当 該 本 体 部 の 外 周 部 の 一 部 か ら 当 該 外 周 部 に 連 な っ て 下 方 に 且 つ 内 側

に 向 か っ て 延 び る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ 以 上 と を 備 え 、 当 該 本 体 部 の そ の 下 方 に 脚 部 を

有 し な い 部 分 に は 本 体 部 の 上 面 と 下 面 と を 直 線 的 に 繋 ぐ 貫 通 孔 が 一 つ 以 上 形 成 さ れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク に 関 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク は 、 下 記 （ １ ） 乃 至 （ ６ ） の 中 の い ず れ か 、 又 は そ れ ら の 中 の 二 つ

以 上 を 組 み 合 わ せ た 態 様 で あ る こ と が で き る ：

（ １ ） 前 記 本 体 部 の 外 周 部 の 少 な く と も 一 部 が 内 側 に 向 か う 傾 斜 面 と な っ て い る も の 、

（ ２ ） 二 つ の 脚 部 を 備 え 、 そ れ ら の 脚 部 は 、 そ の 外 側 面 が 、 前 記 本 体 部 の 下 面 の 多 角 形 形

状 の 相 向 か い 合 う 二 辺 ａ ， ｂ の そ れ ぞ れ か ら 内 側 に 向 か っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に 延 び て い る

も の 、

（ ３ ） さ ら に 、 前 記 貫 通 孔 に 充 填 さ れ て い る 木 質 系 材 料 で あ っ て 、 そ の 端 部 は 前 記 本 体 部

の 上 面 及 び ／ 又 は 下 面 か ら 突 出 し て い て も よ く 、 但 し 、 下 面 か ら 突 出 し て い る 部 分 の 高 さ

は 前 記 脚 部 の 高 さ 以 下 で あ る も の を 有 す る も の 、

（ ４ ） 前 記 本 体 部 の 上 面 上 に 突 起 が 形 成 さ れ て お り 、 好 ま し く は 、 当 該 突 起 は 平 坦 な 頂 上

部 を 有 し 且 つ 突 起 の 高 さ は 当 該 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 上 に 載 置 さ れ る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 の

高 さ 以 下 で あ る も の 、

（ ５ ） 前 記 本 体 部 自 体 の 上 方 の 一 部 が 凹 部 と な っ て お り 、 当 該 凹 部 の 位 置 及 び 大 き さ は 、

前 記 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 上 に 載 置 さ れ る 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 が 載 置 さ れ 且 つ 固 定 さ

れ る に 適 す る も の で あ る も の 、 及 び

（ ６ ） さ ら に 、 前 記 本 体 部 の 下 面 の 中 央 付 近 か ら 下 方 に 向 か っ て 延 び る 脚 部 を 有 す る も の

。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク に お い て 、 脚 部 の 高 さ は １ ５ 乃 至 ３ ０ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、

２ ０ 乃 至 ２ ５ ｃ ｍ で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 ま た 、 上 記 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク に お い て 、 貫

通 孔 の 直 径 は １ ５ 乃 至 ３ ０ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ２ ０ 乃 至 ２ ５ ｃ ｍ で あ る こ と が さ

ら に 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う な 大 き さ は 、 魚 類 や 甲 殻 類 等 の 有 価 生 物 の 大 き さ よ り も に 若 干 大 で あ る 大 き さ

で あ る 。 換 言 す れ ば 、 有 価 生 物 が 棲 息 す る に 適 し た 空 間 を 与 え る 大 き さ で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 第 二 の 発 明 は 、 上 記 第 一 の 発 明 に 係 る 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体

部 の 横 断 面 形 状 が 正 方 形 で あ る も の を 海 底 又 は 浜 に 設 置 し 、 そ の 上 に 、 上 記 第 一 の 発 明 に

係 る 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体 部 の 横 断 面 形 状 が 正 方 形 で あ る も の を 載 置

し 、 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て 第 三 以 降 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク も 同 様 に 載 置 す る こ と を 特 徴 と し 、

こ こ で 、 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填 さ れ て な る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 に は 、 木 質

系 材 料 の 突 出 部 の 高 さ は 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 積 重 ね に 支 障 の な い 高 さ で あ る 、 人 工 魚 礁 の 構

築 方 法 に 関 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 明 細 書 に お い て 、 「 積 重 ね に 支 障 の な い 高 さ 」 と は 、 最 上 段 の ブ ロ ッ ク の 本 体 部 の 上

面 か ら 突 出 し て い る 木 質 系 材 料 を 除 き 、 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク が 積 み 重 な ら れ た 際 に 、 上
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下 の ブ ロ ッ ク の 本 体 部 間 の 間 隔 が 上 限 と な る 。 ま た 、 木 質 系 材 料 が 本 体 部 の 上 面 か ら 突 出

し て い る ブ ロ ッ ク の 上 に 、 木 質 系 材 料 が 本 体 部 の 下 面 か ら 突 出 し て い る ブ ロ ッ ク を 積 み 重

ね る 場 合 に は 、 上 下 の ブ ロ ッ ク の 突 出 部 が 重 な ら な い よ う に 配 置 す る と か 、 突 出 部 の 位 置

が 重 な る 場 合 に は 、 下 段 の ブ ロ ッ ク の 本 体 部 の 上 面 か ら 突 出 し て い る 木 質 系 材 料 の 高 さ と

、 上 段 の ブ ロ ッ ク の 本 体 部 の 下 面 か ら 突 出 し て い る 木 質 系 材 料 の 高 さ の 合 計 が 、 上 下 の ブ

ロ ッ ク の 本 体 部 間 の 間 隔 以 下 と な る よ う な 組 合 わ せ と す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 第 二 の 発 明 に は 、 前 記 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク が 前 記 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク よ り も 小 さ く

、 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て 載 置 さ れ る 第 三 以 降 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク も 順 次 小 さ く な っ て い く 、

と い う 態 様 も 包 含 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 第 三 の 発 明 は 、 上 記 第 一 の 発 明 に 係 る 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体 部 の 横

断 面 形 状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角 の 相 向 か い 合 う 二 つ

の 短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ り 、 前 記 本 体 部 の 下

面 の 八 角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に

延 び る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 二 つ を 、 そ れ ら 二 つ の 第 一

の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 前 記 八 角 形 の 長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 海 底 又 は 浜 に

設 置 し 、 そ の 上 に 、 上 記 第 一 の 発 明 に 係 る 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体 部 の

横 断 面 形 状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角 の 相 向 か い 合 う 二 つ

の 短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 辺 か ら な る 八 角 形 で あ り 、 前 記 本 体 部 の 下 面 の

八 角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に 延 び

る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 一 つ 又 は 二 つ を 、 第 一 の 魚 礁 用

ブ ロ ッ ク の 脚 部 と 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 と が 互 い に 直 角 と な る よ う に 、 そ し て 、 第

二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 二 つ 用 い る 場 合 に は 、 そ れ ら 二 つ の 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 前 記 八

角 形 の 長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 載 置 し 、 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て 第 三 以 降

の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク も 同 様 に 載 置 す る こ と を 特 徴 と し 、 こ こ で 、 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填

さ れ て な る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 に は 、 木 質 系 材 料 の 突 出 部 の 高 さ は 魚 礁 用 ブ ロ

ッ ク の 積 重 ね に 支 障 の な い 高 さ で あ り 、 ま た 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 一 つ の み を 載 置 し た 場 合 に

は 、 そ の 一 つ の み 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 上 に 魚 礁 ブ ロ ッ ク 二 つ が 載 置 さ れ る こ と は な い 、 人 工 魚

礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 構 築 方 法 に 関 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 第 四 の 発 明 は 、 上 記 第 一 の 発 明 に 係 る 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体 部 の 横

断 面 形 状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角 の 相 向 か い 合 う 二 つ

の 短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ り 、 前 記 本 体 部 の 下

面 の 八 角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に

延 び る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 三 つ 以 上 を 、 前 記 八 角 形 の

長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 海 底 又 は 浜 に 設 置 し 、 端 部 に 設 置 さ れ た 第 一 の

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) と そ の 隣 り に 設 置 さ れ た 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) の 上 に は 、 上 記 第

一 の 発 明 に 係 る 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 そ の 本 体 部 の 横 断 面 形 状 は 、 相 向 か い 合

う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角 の 相 向 か い 合 う 二 つ の 短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と

の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ り 、 前 記 本 体 部 の 下 面 の 八 角 形 形 状 の 短 辺 か

ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に 延 び る 外 側 面 を 有 す る 脚

部 二 つ を 有 す る 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) を 、 前 記 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) 、 ( I I ) の 脚 部

と 当 該 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) の 脚 部 と が 互 い に 直 角 と な る よ う に 且 つ 同 様 の 方 向 に 第

二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) を 載 置 で き る 空 間 を 空 け て 載 置 し 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) は

、 前 記 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) に 対 し 、 前 記 八 角 形 の 長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ

近 接 し て 、 且 つ 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) の 前 記 八 角 形 の 長 辺 の 長 さ 方 向 に 約 １ ／ ２ だ け

ず ら し て 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) 及 び そ の 隣 り の 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I I ) の 上 に 載

置 し 、 更 に 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I V ) 以 降 が 海 底 又 は 浜 に 設 置 さ れ て い る 場 合 に は 、 第 二

の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク （ I I I ） 以 降 も 同 様 に 載 置 す る こ と を 含 み 、 従 っ て 、 両 端 部 の 第 一 の 魚
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礁 用 ブ ロ ッ ク は 、 そ の 上 面 の 面 積 の １ ／ ２ 以 上 が 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク が 載 置 さ れ な い た

め に 露 出 さ れ て お り 、 こ こ で 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 に は 、 木

質 系 材 料 の 突 出 部 の 高 さ は 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 積 重 ね に 支 障 の な い 高 さ で あ る 、 人 工 魚 礁 、

突 堤 又 は 離 岸 堤 の 構 築 方 法 に 関 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 第 五 の 発 明 は 、 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 二 つ 以 上 を 、 並 置 し 及 び ／ 又 は 積 重

ね て な る 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 に 関 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 第 六 の 発 明 は 、 （ １ ） 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 中 、 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填 さ

れ て い る も の を 含 む 一 つ 以 上 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 、 海 底 に 設 置 す る 、 （ ２ ） 当 該 木 質 系 材

料 を セ ル ロ ー ス 消 化 能 を 有 す る 生 物 に よ っ て 消 化 、 分 解 さ せ 、 貫 通 孔 を 復 帰 さ せ る 、 及 び

（ ３ ） 前 記 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク に 海 藻 を 繁 殖 さ せ る こ と を 含 む 、 人 工 魚 礁 又 は 藻 礁 の 構 築 方 法

に 関 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク は 、 脚 部 が 本 体 部 の 外 周 部 の 一 部 か ら 当 該 外 周 部 に 連 な っ て 下

方 に 且 つ 内 側 に 向 か っ て 延 び る 外 側 面 を 有 す る た め 、 海 流 が ぶ つ か っ て 渦 が で き る 等 の 現

象 が 生 じ 難 く 、 従 っ て 魚 類 、 甲 殻 類 等 の 海 中 有 価 用 生 物 が 集 ま り や す い 。 こ の よ う な 効 果

は 、 本 体 部 の 側 面 が 内 側 に 向 か っ て 傾 斜 面 と な っ て い る 態 様 で は 、 さ ら に 著 し い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 の 外 側 や 本 体 部 の 下 （ 脚 部 の な い 個 所 ） に は 、 海

中 有 価 用 生 物 が 隠 れ る 空 間 が 存 在 す る の で 、 こ の 点 か ら も 、 海 中 有 価 用 生 物 が 集 ま り や す

い と い う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填 さ れ て い る も の を 用 い る

と 、 先 ず 、 木 質 系 材 料 を 餌 と す る フ ナ ク イ ム シ 等 が 棲 息 し 、 ま た 、 そ の 食 害 痕 に は 小 型 の

甲 殻 類 や 多 毛 類 が 棲 息 す る の で 、 よ い 餌 場 と な る 。 即 ち 、 小 型 の 甲 殻 類 や フ ナ ク イ ム シ 等

を 好 む 魚 類 が 集 ま る よ う に な る 。 ま た 、 小 型 の 甲 殻 類 や フ ナ ク イ ム シ 等 を 好 む 魚 類 が 集 ま

る と 、 海 藻 を 食 料 と す る 魚 類 や ウ ニ 等 が 集 ま ら ず 、 従 っ て 海 藻 が 繁 茂 す る よ う に な る 。 な

お 、 木 質 系 材 料 が な く な る 頃 に は 、 海 藻 が 十 分 に 繁 茂 し て い る の で 、 海 藻 等 の 植 物 を 餌 と

す る 魚 類 、 ウ ニ 、 貝 類 と が 増 え て も 、 磯 焼 け の 被 害 を 受 け に く い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 中 、 そ の 上 に 載 置 さ れ る ブ ロ ッ ク の 脚 部 を 固 定 す る た め

の 突 起 や 凹 部 を 有 す る も の で は 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね た 際 に 、 上 に 載 置 さ れ た ブ ロ

ッ ク の す べ り 落 ち を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 中 、 本 体 部 の 上 面 上 に そ の 上 に 載 置 さ れ る ブ ロ ッ ク の 脚

部 の 高 さ と ほ ぼ 同 じ で あ っ て 、 当 該 脚 部 の 高 さ 以 下 の 高 さ の 突 起 が 形 成 さ れ て い る ブ ロ ッ

ク 、 あ る い は 、 本 体 部 の 下 面 の 中 央 付 近 か ら 下 方 に 向 か っ て 延 び る 脚 部 を 有 す る ブ ロ ッ ク

を 最 下 段 に 用 い れ ば 、 魚 礁 の 構 築 場 所 が 砂 で あ る 場 合 も 、 最 下 段 の ブ ロ ッ ク が 傾 き 難 い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 中 、 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填 さ れ て い る も の は 、 従 来

の 型 枠 材 を 用 い た 魚 礁 用 コ ン ク リ ー ト ・ ブ ロ ッ ク の 製 造 方 法 に お い て 、 貫 通 孔 と な る 個 所

に 、 例 え ば 棒 状 の 間 伐 材 等 の 木 質 系 材 料 を 配 置 す る だ け で 製 造 す る こ と が で き る 。 従 っ て

、 製 造 が 容 易 で 、 多 数 の ブ ロ ッ ク の 製 造 も 可 能 で あ る と い う 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 の 人 工 魚 礁 の 構 築 方 法 で は 、 複 数 個 の ブ ロ ッ ク を 積 み 上 げ て 使 用 す る の で 、 構 築

現 場 の 状 況 に 応 じ て 適 切 な 魚 礁 を 構 築 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 構 築 方 法 で は 、 複 数 個 の ブ ロ ッ ク を 並 列 さ せ 且 つ 積 み
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上 げ て 使 用 す る の で 、 構 築 現 場 の 状 況 に 応 じ て 適 切 な 長 さ （ 距 離 ） 及 び 高 さ の 突 堤 や 離 岸

堤 を 構 築 す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 を 、 そ の 実 施 の た め の 最 良 の 形 態 に 基 づ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明

す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 魚 礁 用 ブ ロ

ッ ク １ ０ ０ に お い て は 、 そ の 本 体 部 （ 同 図 中 、 破 線 ｊ よ り も 上 の 部 分 ） １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ

は 全 体 が 平 坦 で あ る 。 ま た 、 本 体 部 １ ０ の 横 断 面 形 状 は 正 方 形 で あ り 、 そ の 外 周 部 １ ０ ｒ

は 、 四 側 面 す べ て が 内 側 に 向 か う 傾 斜 面 と な っ て い る 。 従 っ て 、 本 体 部 １ ０ の 横 断 面 形 状

で あ る 正 方 形 は 、 断 面 の 位 置 毎 に 大 き さ が 異 な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 脚 部 ３ ０ の 外 側 面 ３ ０ ｒ は 、 本 体 部 １ ０ の 外 周 部 １ ０ ｒ の 一 部 、 具 体 的 に は 相 向 か い あ

う 二 側 面 の そ れ ぞ れ に 連 な っ て 、 本 体 部 １ ０ の 下 面 １ ０ ｙ の 平 面 形 状 で あ る 正 方 形 の 相 向

か い 合 う 二 辺 ａ ， ｂ （ ｂ は 図 示 さ れ て い な い ） の そ れ ぞ れ か ら 、 内 側 に 向 か っ て 傾 斜 し つ

つ 下 方 に 向 か っ て 延 び て い る 。 脚 部 ３ ０ の 内 側 面 ３ ０ ｑ は 、 外 側 に 向 か っ て 傾 斜 し つ つ 下

方 に 向 か っ て 延 び て い る 。 従 っ て 、 脚 部 ３ ０ は そ の 肉 厚 が 徐 々 に 減 少 し て い る 、 即 ち テ ー

パ 状 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク に お い て 、 脚 部 ３ ０ の 外 側 面 ３ ０ ｒ は 内 側 に 向 か っ て 傾

斜 し て い る こ と が 必 須 で あ る が 、 内 側 面 ３ ０ ｑ は 、 図 １ の 例 の よ う に 外 側 に 向 か っ て 傾 斜

し て い る こ と は 必 須 で は な く 、 垂 直 で も 、 内 側 に 向 か っ て 傾 斜 し て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 体 部 １ ０ の そ の 下 方 に 脚 部 ３ ０ ， ３ ０ を 有 し な い 部 分 （ 以 下 、 「 本 体 中 央 部 」 と い う

こ と が あ る ） に は 、 本 体 部 １ ０ の 厚 さ 方 向 に ほ ぼ 垂 直 に 貫 通 す る 、 即 ち 、 本 体 部 １ ０ の 上

面 １ ０ ｘ と 下 面 １ ０ ｙ と を 直 線 的 に 繋 ぐ 貫 通 孔 ５ が 、 複 数 個 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ こ で 、 「 直 線 的 に 繋 ぐ 」 と は 、 折 れ 曲 が っ て い た り 、 大 き く 曲 線 を 描 く 場 合 を 除 く 概

念 で あ る が 、 完 全 に 直 線 で あ る 必 要 は な い 。 ま た 、 貫 通 孔 の 方 向 は 、 垂 直 の み な ら ず 、 傾

斜 し て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 貫 通 孔 の 形 状 は 、 図 １ に 示 す 例 で は 円 筒 状 で あ る が 、 こ の よ う な 形 状 に 限 定 さ れ な い 。

ど の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 貫 通 孔 の 数 や 配 置 も 限 定 さ れ な い 。 さ ら に 、 貫 通

孔 が 複 数 存 在 す る 場 合 、 各 々 の 大 き さ や 形 は 、 同 じ で あ っ て も 異 な っ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 、 そ

の 側 面 図 で あ る 。 こ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ に お い て は 、 本 体 部 １ ０ （ 図 ２ に お い て 破 線

ｊ よ り も 上 の 部 分 ） は 、 そ の 上 面 １ ０ ｘ は 平 坦 で あ り 、 そ の 横 断 面 形 状 は 八 角 形 で あ る 。

こ の 八 角 形 は 、 二 つ の 相 向 か い 合 う 長 辺 ｃ １ ， ｃ ２ 、 長 辺 ｃ １ ， ｃ ２ に 対 し て 直 角 の 方 向

に 存 在 す る 二 つ の 相 向 か い 合 う 短 辺 ｄ １ ， ｄ ２ 、 及 び 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の

辺 ｅ １ ， ｅ ２ ， ｅ ３ ， ｅ ４ を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 体 部 １ ０ の 外 周 部 の 中 、 そ の 上 部 （ 符 号 １ ０ ｓ で 示 す 部 分 ） は 垂 直 で あ り 、 そ の 下 部

（ 符 号 １ ０ ｔ で 示 す 部 分 ） は 、 内 側 に 向 か う 傾 斜 面 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 外 周 部 に 連 な っ て 、 本 体 部 １ ０ の 下 面 １

０ ｙ の 八 角 形 形 状 の 相 向 か い 合 う 二 辺 、 具 体 的 に は 短 辺 ｄ １ ， ｄ ２ 、 の そ れ ぞ れ か ら 、 内

側 に 向 か っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に 向 か っ て 延 び る 外 側 面 ３ ０ ｒ を 有 す る 脚 部 ３ ０ ， ３ ０ を 有

す る 。 な お 、 脚 部 ３ ０ の 内 側 面 ３ ０ ｑ は 、 外 側 に 向 か っ て 傾 斜 し て お り 、 外 側 面 ３ ０ ｒ と
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内 側 面 ３ ０ ｑ と を 繋 ぐ 他 の 側 面 は 、 内 側 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る 。 従 っ て 、 脚 部 ３ ０ は 、

テ ー パ 状 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 体 部 １ ０ の そ の 下 方 に 脚 部 ３ ０ ， ３ ０ を 有 し な い 部 分 に は 、 そ の 厚 さ 方 向 に ほ ぼ 垂 直

に 貫 通 す る 、 即 ち 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ と 下 面 １ ０ ｙ と を 直 線 的 に 繋 ぐ 貫 通 孔 ５ が 設

け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ４ は 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の 魚 礁 用

ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ 上 に 、 ス ト ッ パ と な る 突 起 ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ

， ９ ｄ を 有 す る 。 　

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ス ト ッ パ ９ ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ ， ９ ｄ は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 人 工 魚 礁 の 構 築 の た め に 二

つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ ， ６ ０ ０ を そ れ ら の 本 体 部 １ ０ の 横 断 面 形 状 で あ る 八 角 形 の 長

辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 近 接 し て 並 べ 、 そ れ ら の 上 に 、 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ，

２ ０ ０ を 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ の 脚 部 ３ ０ ， ３ ０ と 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ の 脚 部 ３ ０ ，

３ ０ と が 互 い に 直 角 と な る よ う に 積 み 重 ね る 際 に 、 当 該 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 脚 部 ３

０ ， ３ ０ を 止 め る た め に 有 用 で あ る 。 こ の 例 で は 、 ス ト ッ パ ９ ａ と ス ト ッ パ ９ ｂ と の 間 に

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ の 脚 部 ３ ０ が 配 置 さ れ 、 ス ト ッ パ ９ ｄ と ス ト ッ パ ９ ｃ と の 間 に も う

一 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ の 脚 部 ３ ０ が 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ス ト ッ パ と な る 突 起 の 形 状 、 大 き さ 及 び そ の 形 成 位 置 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 積 重 ね に

支 障 が な く 、 積 み 重 ね ら れ る 他 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 を 止 め る こ と が で き る よ う な 形 状

、 大 き さ 、 位 置 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ５ は 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の さ ら に 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ８ ０ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ 上 に 、 平 担 な 頂 上 部 を 有 し 、 そ の 高 さ

は 脚 部 の 高 さ と ほ ぼ 同 じ で あ る 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ れ ら の 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ は 、 図 １ ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 人 工 魚 礁 の 構 築 の た め に 、 二

つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ８ ０ ０ ， ８ ０ ０ を そ れ ら の 本 体 部 の 横 断 面 形 状 で あ る 八 角 形 の 長 辺 同

士 が 平 行 と な る よ う に 近 接 し て 並 べ 、 そ れ ら の 上 に 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０

を 積 み 重 ね る 際 に 、 当 該 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 本 体 部 １ ０ の 長 さ 方 向 中 央 部 付 近 を 支

え る た め に 有 用 で あ る 。 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 砂 地 に 設 置 す る 場 合 、 最 下 段 の ブ ロ ッ

ク と し て 突 起 が な い も の （ 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ） を 使 用 す る と 、 図 １ ６ （ Ａ ） に 示 す よ

う に 、 最 下 段 の ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ が 傾 く こ と が あ る 。 こ れ に 対 し 、 最 下 段 に 突 起 ９

ｘ ， ９ ｙ を 有 す る ブ ロ ッ ク ８ ０ ０ ， ８ ０ ０ を 用 い れ ば 、 図 １ ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ブ ロ

ッ ク ８ ０ ０ ， ８ ０ ０ は 傾 か な い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ の 高 さ は 、 上 記 し た そ の 存 在 意 義 か ら 明 ら か な よ う に 、 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ

を 有 す る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ８ ０ ０ の 上 に 載 置 さ れ る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ の 脚 部 ３ ０ の 高 さ

、 よ り 正 確 に い う と 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ８ ０ ０ の 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ と 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク

２ ０ ０ の 本 体 部 １ ０ の 下 面 １ ０ ｙ と の 間 の 高 さ と ほ ぼ 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ の 位 置 は 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ の 平 面 形 状 で あ る 八 角 形 の 長 辺 ｃ １

に 連 な る （ 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ の 底 部 の 一 辺 が 、 当 該 長 辺 ｃ １ の 一 部 を 共 有 す る ） か 、 当 該 長

辺 ｃ １ の 近 傍 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ の 形 状 は 、 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ を 有 す る 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ８ ０ ０ ， ８ ０

０ の 上 に 載 置 さ れ る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 本 体 部 １ ０ の 下 面 １ ０ ｙ を 支 持 で き

る よ う な 形 状 で あ る 。 従 っ て 、 そ の 支 持 の た め の 平 担 な 頂 上 部 を 有 す る 形 状 で あ る 必 要 が
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あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ６ に 、 突 起 ９ ｘ の 一 例 を 示 す 。 こ の 突 起 ９ ｘ に は 、 平 担 な 頂 上 部 ５ ０ と 二 つ の 凹 部 ６

０ ， ６ ０ が あ る 。 凹 部 ６ ０ 中 に あ り 、 符 号 ７ ０ で 示 さ れ て い る も の は 、 ア ン カ ー ボ ル ト の

入 る 孔 で あ る 。 突 起 ９ ｘ は 、 こ の ア ン カ ー ボ ル ト に よ り 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 上 面 １ ０ ｘ 上

に 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 ７ に 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 形 状 の さ ら に 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 。 図 ７ に お い

て 、 （ Ａ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。 こ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ４ ０ ０ は 、 本 体

部 １ ０ の 上 方 の 一 部 に 凹 部 ８ ０ ， ８ ０ を 有 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 １ ７ は 、 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ４ ０ ０ ， ４ ０ ０ の 上 に 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ７ ０ ０ ，

７ ０ ０ を 載 置 し た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 な お 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ７ ０ ０ は 、 脚 部 ３ ０ の

高 さ が 高 い こ と を 除 き 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ と 同 様 の 形 状 を 有 す る 。 図 １ ７ に 示 す よ う

に 、 人 工 魚 礁 の 構 築 の た め に 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ４ ０ ０ ， ４ ０ ０ を そ れ ら の 本 体 部 １ ０

の 横 断 面 形 状 で あ る 八 角 形 の 長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 近 接 し て 並 べ 、 そ れ ら の 上 に 二

つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ７ ０ ０ ， ７ ０ ０ を 積 み 重 ね る 際 に 、 当 該 ブ ロ ッ ク ７ ０ ０ ， ７ ０ ０ の 脚

部 ３ ０ ， ３ ０ が 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ４ ０ ０ ， ４ ０ ０ の 凹 部 ８ ０ ， ８ ０ に 配 置 さ れ る 。 従 っ て

、 凹 部 ８ ０ ， ８ ０ の 形 状 及 び 大 き さ は 、 積 み 重 ね ら れ る 他 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 を 止 め

る こ と が で き る よ う な 形 状 、 大 き さ 、 位 置 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 ８ は 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 形 状 の さ ら に 他 の 一 例 の 模 式 的 側 面 図 で あ る 。 こ の

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ５ ０ ０ は 、 三 つ の 脚 部 を 有 す る 点 に 特 徴 が あ る 。 即 ち 、 両 サ イ ド の 脚 部 ３

０ ， ３ ０ に 加 え 、 本 体 部 １ ０ の 下 面 １ ０ ｙ の 中 央 付 近 に 、 下 方 に 延 び る も う 一 つ の 脚 部 ３

１ を 有 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 １ ８ は 、 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 上 に 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ５ ０ ０ ，

５ ０ ０ を 載 置 し た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 人 工 魚 礁 の 構 築 の た め

に 、 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ を そ れ ら の 本 体 部 １ ０ の 横 断 面 形 状 で あ る 八 角

形 の 長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 近 接 し て 並 べ 、 そ れ ら の 上 に 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ５ ０

０ ， ５ ０ ０ を 積 み 重 ね る 際 に 、 当 該 ブ ロ ッ ク ５ ０ ０ ， ５ ０ ０ の 中 央 付 近 に 形 成 さ れ た 脚 部

３ １ が 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 両 者 に 跨 っ て 、 当 該 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ の

上 面 １ ０ ｘ 上 に 配 置 さ れ る 。 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 砂 地 に 設 置 す る 場 合 、 図 １ ８ に 示

す よ う な 組 合 せ で 漁 礁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い れ ば 、 脚 部 ３ １ が 、 最 下 段 の ブ ロ ッ ク が 傾 く こ と

を 防 止 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ９ は 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の さ ら に 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ９ ０ ０ は 、 先 に 説 明 し た 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ の 各 々 の 貫 通 孔 ５ に 、 木 質

系 材 料 ４ ０ が 充 填 さ れ て い る も の で あ る 。 こ の 木 質 系 材 料 ４ ０ の 上 部 は 、 本 体 部 １ ０ の 上

面 １ ０ ｘ か ら 突 出 し て い る 。 こ の 突 出 し て い る 部 分 の 高 さ ｈ は 、 後 述 す る 人 工 魚 礁 の 構 築

方 法 に お い て 、 最 上 段 の ブ ロ ッ ク と し て 又 は 単 独 で 使 用 す る 場 合 を 除 き 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク

９ ０ ０ の 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ と 、 こ の ブ ロ ッ ク ９ ０ ０ の 上 に 載 置 さ れ る 他 の ブ ロ ッ ク

の 本 体 部 １ ０ の 下 面 １ ０ ｙ と の 間 の 高 さ 以 下 と す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 木 質 系 材 料 ４ ０ は 、 フ ナ ク イ ム シ 等 の セ ル ロ ー ス 消 化 能 を 有 す る 生 物 に よ っ て 消 化 、 分

解 さ れ る 木 質 系 の も の で あ れ ば よ い 。 そ の 例 を 挙 げ る と 、 間 伐 材 、 廃 棄 木 材 等 が あ る 。 ま

た 、 木 屑 を 圧 縮 加 工 し た も の で も よ い 。 複 数 の 貫 通 孔 ５ に 充 填 さ れ た 木 質 系 材 料 ４ ０ 各 々

の 高 さ 、 や 太 さ は 、 揃 っ て い る 必 要 は な い 。 形 状 は 、 貫 通 孔 ５ に 充 填 さ れ 得 る よ う な も の

で あ れ ば よ い 。 さ ら に 、 木 質 系 材 料 ４ ０ は 、 す べ て の 貫 通 孔 ５ に 充 填 さ れ て い る 必 要 は な

い 。 換 言 す れ ば 、 一 部 の 貫 通 孔 ５ に は 、 木 質 系 材 料 ４ ０ が 充 填 さ れ て い な く て も よ い 。

10

20

30

40

50



(10) JP  5051434  B2  2012.10.17

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 ９ に 示 し た 例 に お い て は 、 木 質 系 材 料 ４ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ と 下 面 １ ０ ｙ

と を 垂 直 に 繋 ぐ 貫 通 孔 ５ に 充 填 さ れ て 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ か ら 突 出 し て い る が 、 木

質 系 材 料 の 充 填 方 法 は 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 図 １ ０ に 、 本 体 中 央 部 １ ０ ｕ の 断 面 模 式 図 を 示 す 。 図 １ ０ （ Ａ ） に 記 載 し た 例 で は 、 貫

通 孔 ５ は 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ と 下 面 １ ０ ｙ と の 間 に 傾 斜 を も っ て 形 成 さ れ て い る 。

そ し て 、 木 質 系 材 料 ４ ０ は 貫 通 孔 ５ を 封 止 す る よ う に 充 填 又 は 充 当 さ れ て い る が 、 本 体 部

１ ０ の 上 面 １ ０ ｘ か ら も 下 面 １ ０ ｙ か ら も 突 出 し て い な い 。 図 １ ０ （ Ｂ ） に 記 載 し た 例 で

は 、 木 質 系 材 料 ４ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ か ら は 突 出 せ ず 、 下 面 １ ０ ｙ か ら の み 突

出 し て い る 。 さ ら に 、 図 １ ０ （ Ｃ ） に 記 載 し た 例 で は 、 木 質 系 材 料 ４ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の

上 面 １ ０ ｘ 及 び 下 面 １ ０ ｙ か ら 突 出 し て い る も の と 、 上 面 １ ０ ｘ か ら の み 突 出 し て い る も

の と が あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 本 体 部 及 び 脚 部 は コ ン ク リ ー ト 製 で あ る 。 コ ン ク リ ー ト に は

様 々 な 配 合 が あ る が 、 本 発 明 に お い て は 、 い ず れ も 使 用 す る こ と が で き る 。 但 し 、 ポ ー ラ

ス ・ コ ン ク リ ー ト は 、 そ の 孔 の 大 き さ が 植 食 生 物 の 棲 息 に 適 し 、 磯 焼 け を 生 じ る こ と が あ

る の で 、 ポ ー ラ ス ・ コ ン ク リ ー ト 以 外 の コ ン ク リ ー ト が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 中 、 貫 通 孔 に 木 質 材 料 が 充 填 さ れ て い る も の に つ い て

、 そ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 図 １ １ は 、 図 ９ に 示 す 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 製 造 途 中 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 魚 礁 用 ブ

ロ ッ ク ９ ０ ０ は 、 例 え ば 、 次 の よ う に 製 造 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 型 枠 Ｆ 内 に 、 木 質 系 材 料 ４ ０ を そ れ ら が 所 定 位 置 に 来 る よ う に 配 置 し 、 木 質 系 材 料 ４ ０

の 上 に は 平 板 Ｗ を 置 き 、 そ の 平 板 の 上 部 か ら 木 質 系 材 料 ４ ０ に 向 か っ て 釘 Ｎ を 打 ち 込 む 。

次 い で 、 平 板 Ｗ に 重 石 を 載 せ る 等 の 方 法 で 荷 重 を か け る 。 コ ン ク リ ー ト 組 成 物 Ｃ を 流 し 込

み 、 硬 化 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 他 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 製 造 途 中 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ の 図

に 示 す も の は 、 貫 通 孔 ５ に 充 填 さ れ た 木 質 系 材 料 ４ ０ が 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ 及 び 下

面 １ ０ ｙ か ら 突 出 し て い る も の で あ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 型 枠 Ｆ に は 、 貫 通 孔 ５ の 形 成 位 置 に 合 わ せ て 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 先 ず 、 棒 状 の 木 質 系

材 料 ４ ０ を 型 枠 Ｆ の 孔 に 挿 入 し 、 孔 を 埋 め る 。 木 質 系 材 料 ４ ０ の 上 に 、 型 枠 Ｆ の 底 面 と 平

行 に な る よ う に 平 板 Ｗ を 置 き 、 そ の 平 板 Ｗ の 上 部 か ら 木 質 系 材 料 ４ ０ に 向 か っ て 釘 Ｎ を 打

ち 込 む 。 次 い で 、 平 板 Ｗ に 重 石 を 載 せ る 等 の 方 法 で 荷 重 を か け る 。 コ ン ク リ ー ト 組 成 物 Ｃ

を 流 し 込 み 、 硬 化 さ せ る 。 な お 、 型 枠 Ｆ の 孔 の 部 分 に は 、 ゴ ム 製 パ ッ キ ン グ 等 が 使 用 さ れ

て い る と 、 脱 型 が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 こ の 例 で は 、 木 質 系 材 料 ４ ０ の 長 さ に バ ラ つ き が あ り 、 従 っ て 突 出 部 の 高 さ も バ ラ つ い

て い る の で 、 最 も 長 い 、 即 ち 突 出 部 高 さ が 高 い 木 質 系 材 料 以 外 の 木 質 系 材 料 （ こ こ で は 「

短 い 木 質 系 材 料 」 と い う こ と が あ る ） に つ い て は 、 平 板 Ｗ と 短 い 木 質 系 材 料 と の 間 に 釘 Ｎ

を 露 出 さ せ て 、 最 も 長 い 木 質 系 材 料 の 長 さ に 合 う よ う に 釘 Ｎ を 打 つ 。 換 言 す れ ば 、 短 い 木

質 材 料 と 平 板 と の 間 は 釘 が 繋 ぐ と い う 構 成 と な る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 な お 、 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填 さ れ て い な い 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク は 、 木 質 系 材 料 の 代 わ り

に 貫 通 孔 形 成 用 部 材 を 用 い て 、 通 常 の 方 法 で 製 造 す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】
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　 続 い て 、 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い た 人 工 魚 礁 の 構 築 方 法 の 例 に つ い て 説 明 す る 。

先 ず 、 第 二 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 第 二 の 発 明 で は 、 第 一 の 発 明 の ブ ロ ッ ク 中 、 そ の 本

体 部 の 横 断 面 形 状 が 正 方 形 で あ る も の を 用 い る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 例 え ば 図 １ に 示 す 漁 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ を 使 用 す る 場 合 は 、 例 え ば 図 １ ３ に 示 す よ う に

、 二 つ （ 又 は 三 つ 以 上 ） の ブ ロ ッ ク を 重 ね る 。 具 体 的 に は 、 次 の よ う に し て 、 人 工 魚 礁 を

構 築 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 先 ず 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ａ を 海 底 に 設 置 し 、 そ の 上 に 、 同 じ 形 状 、 大 き さ の

第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ｂ を 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ａ の 脚 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ａ

と 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｂ と が 互 い に 直 角 と な る よ う に 載 置 す る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 木 質 系 材 料 を 備 え る ブ ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 に は 、 木 質 系 材 料 の 本 体 部 よ り 突 出 し て い

る 部 分 の 高 さ が 、 ブ ロ ッ ク の 積 重 ね に 影 響 し な い 高 さ と な る よ う な 組 合 せ で 使 用 す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ｂ の 上 に 、 更 に 、 第 三 、 第 四 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね

て も よ い 。 要 は 、 互 い に 接 触 す る 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 脚 部 が 重 な ら な い よ う に 、 ９ ０

度 回 転 さ せ て 重 ね れ ば よ い 。 ま た 、 最 上 段 の ブ ロ ッ ク に は 、 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ か ら

突 出 す る 木 質 系 材 料 を 有 す る も の を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ｂ と し て 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ａ よ り も 小 さ い も

の を 使 用 し 、 さ ら に 、 必 要 に 応 じ て 載 置 さ れ る 第 三 以 降 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク も 順 次 小 さ い も

の を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 組 合 せ で 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 す る と 、 第 一 の

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ａ の 上 面 １ ０ ｘ の 外 周 部 上 に は 障 害 物 が な い の で 、 海 藻 類 が 高 さ の

制 限 な く 繁 茂 す る こ と が で き 、 一 方 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ｂ の 脚 部 ３ ０ ｂ の 外 側

面 は 内 側 に 向 か う 傾 斜 面 と な っ て い る た め 、 こ の 脚 部 ３ ０ ｂ の 外 側 面 の 外 側 で あ っ て 、 第

一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０ ａ の 上 面 １ ０ ｘ 上 で あ り 、 且 つ 前 記 海 藻 が 繁 茂 し た 個 所 の 内 側

に は 、 魚 類 等 が 隠 れ る の に 適 す る 空 間 が で き る の で 、 ま た 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ０

ｂ の 本 体 部 １ ０ の 下 に は 空 間 が あ る た め 、 こ れ ら の 空 間 に 魚 類 が 集 ま り 易 い か ら で あ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 さ ら に 、 第 三 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 第 三 の 発 明 に お い て は 、 第 一 の 発 明 の ブ ロ ッ ク

中 、 そ の 本 体 部 の 横 断 面 形 状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角

の 相 向 か い 合 う 二 つ の 短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ

り 、 前 記 本 体 部 の 下 面 の 八 角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ

て 傾 斜 し つ つ 下 方 に 延 び る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る も の を 用 い る 。 こ の よ う な ブ

ロ ッ ク の 具 体 的 形 状 の 例 は 、 第 一 の 発 明 に お い て 既 に 説 明 し た 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 例 え ば 図 ２ に 示 す 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ の 上 面 部 外 周 を 若 干 削 っ た 、 即 ち 面 取 り し た も

の ３ ０ ０ を 使 用 す る 場 合 は 、 例 え ば 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 二 つ の 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３

０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ａ を 、 そ れ ら の 本 体 部 １ ０ の 横 断 面 形 状 で あ る 八 角 形 の 長 辺 ｃ １ ， ｃ ２ 同

士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 設 置 し 、 そ れ ら の 上 に 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０

ｂ ， ３ ０ ０ ｂ を 、 そ れ ら の 本 体 部 １ ０ の 横 断 面 形 状 で あ る 八 角 形 の 長 辺 ｃ １ ， ｃ ２ 同 士 が

平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 、 且 つ 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ａ の 脚 部

３ ０ ａ ， ３ ０ ａ と 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ｂ ， ３ ０ ０ ｂ の 脚 部 ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｂ と が 互

い に 直 角 と な る よ う に 載 置 し 、 さ ら に 、 第 三 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ｃ を 一 つ だ け 、 第 二

の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ｂ ， ３ ０ ０ ｂ の 脚 部 ３ ０ ｂ ， ３ ０ ｂ と 第 三 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０

０ ｃ の 脚 部 ３ ０ ｃ と が 互 い に 直 角 と な る よ う に 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ｂ ， ３ ０ ０

ｂ の 中 央 部 上 に 載 置 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 一 つ の み を 使 用 し た 場 合 に は 、 そ の 一 つ の み の ブ ロ ッ ク 上 に 、 二 つ の 魚
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礁 用 ブ ロ ッ ク が 載 置 さ れ る こ と は な い 。 即 ち 、 例 え ば 第 三 段 目 を ブ ロ ッ ク を 一 つ の み で 形

成 し た 場 合 に は 、 第 四 段 目 以 降 の 各 段 は 、 何 れ も ブ ロ ッ ク は 一 つ の み と な る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 上 記 の よ う に し て 、 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 を 構 築 す る 。 「 二 つ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を

近 接 し て 設 置 す る 」 と は 、 二 つ の ブ ロ ッ ク を 互 い に 接 触 さ せ て 設 置 す る こ と と 、 若 干 離 し

て 設 置 す る こ と と を 包 含 す る が 、 人 工 魚 礁 の 構 築 の 際 に は 、 魚 類 等 の 移 動 又 は 棲 息 空 間 を

確 保 す る と い う 観 点 か ら 、 並 置 さ れ た 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 同 士 は 、 若 干 離 れ て い る こ と が 好 ま

し い 。 ま た 、 突 堤 や 離 岸 堤 の 構 築 の 場 合 は 、 構 築 現 場 の 状 況 に 応 じ 、 並 置 さ れ た 魚 礁 用 ブ

ロ ッ ク 同 士 は 、 互 い に 接 触 し て い て も よ い し 、 若 干 離 れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 第 三 の 発 明 に お い て 使 用 す る ブ ロ ッ ク は 、 す べ て 同 じ も の で も 、 互 い に 異 な る も の で も

よ い 。 な お 、 木 質 系 材 料 を 備 え る ブ ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 に は 、 木 質 系 材 料 の 本 体 部 よ り

突 出 し て い る 部 分 の 高 さ が 、 ブ ロ ッ ク の 積 重 ね に 影 響 し な い 高 さ と な る よ う な 組 合 せ で 使

用 す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 １ ４ に 示 し た 例 や 、 そ の 例 に お い て 第 三 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ｃ を 使 用 し な い 場 合

に は 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ａ の 本 体 部 １ ０ ａ の 上 面 １ ０ ｘ 上 で あ っ て

、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ｂ が 載 っ て い な い 部 分 （ 即 ち 、 お お よ そ 、 脚 部 ３ ０ ａ ， ３

０ ａ が 存 在 す る 個 所 の 上 方 部 分 ） に 、 障 害 物 が な い 個 所 が で き る 。 従 っ て 、 そ の 個 所 に お

い て は 、 海 藻 類 は 高 さ の 制 限 な く 繁 茂 す る こ と が で き る 。 一 方 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３

０ ０ ｂ の 本 体 部 １ ０ ｂ の 外 周 部 の 中 、 当 該 本 体 部 １ ０ ｂ の 横 断 面 形 状 で あ る 八 角 形 の 長 辺

ｃ １ （ 又 は ｃ ２ ） に 相 当 す る 部 分 で あ っ て 下 方 １ ０ ｔ は 、 内 側 に 向 か う 傾 斜 面 と な っ て い

る た め 、 前 記 外 周 部 下 方 １ ０ ｔ の 外 側 で あ っ て 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０

ａ の 上 面 １ ０ ｘ ， １ ０ ｘ 上 で あ り 、 且 つ 前 記 海 藻 が 繁 茂 し た 個 所 の 内 側 に は 、 魚 類 等 が 隠

れ る の に 適 す る 空 間 が で き る 。 ま た 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ３ ０ ０ ｂ の 本 体 部 １ ０ ｂ の 下

に も 空 間 が あ る 。 そ の た め 、 こ れ ら の 空 間 に 魚 類 が 集 ま り 易 い 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 さ ら に 、 第 三 の 発 明 に 係 る 、 他 の 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 構 築 例 、 換 言 す れ ば 、 魚

礁 用 ブ ロ ッ ク の 積 重 ね 方 の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 図 １ ５ に は 、 二 つ の 、 図 ４ に 示 し た 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ 上 に ス ト ッ パ と な る 突 起 ９

ａ ， ９ ｂ ， ９ ｃ ， ９ ｄ が あ る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ６ ０ ０ ， ６ ０ ０ を 最 下 段 に 用 い 、 そ の 上 （ 最

上 段 ） に 、 図 ３ に 示 し た 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ を 設 置 し た 例 の 側 面 図 を 示 す 。 図

１ ６ （ Ｂ ） に は 、 二 つ の 、 図 ５ に 示 し た 本 体 部 １ ０ の 上 面 １ ０ ｘ 上 で あ っ て 本 体 部 １ ０ の

上 面 １ ０ ｘ の 平 面 形 状 （ 即 ち 、 本 体 部 の 横 断 面 形 状 ） で あ る 八 角 形 の 長 辺 に 近 接 す る 個 所

に 平 担 な 頂 上 部 を 有 す る 突 起 ９ ｘ ， ９ ｙ が あ る 漁 礁 用 ブ ロ ッ ク ８ ０ ０ ， ８ ０ ０ を 最 下 段 に

用 い 、 そ の 上 （ 最 上 段 ） に 、 図 ３ に 示 し た 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ を 設 置 し た 例 の

側 面 図 を 示 す 。 図 １ ７ に は 、 二 つ の 、 図 ７ に 示 し た 本 体 部 １ ０ に 凹 部 ８ ０ ， ８ ０ を 有 す る

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ４ ０ ０ ， ４ ０ ０ を 最 下 段 に 用 い 、 そ の 上 （ 最 上 段 ） に 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ７

０ ０ ， ７ ０ ０ （ 脚 部 ３ ０ の 高 さ が 高 い こ と を 除 き 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ と 同 様 の 形 状 を

有 す る も の ） を 設 置 し た 例 の 側 面 図 を 示 す 。 図 １ ８ に は 、 最 下 段 に は 図 ３ に 示 し た 魚 礁 用

ブ ロ ッ ク ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ を 用 い 、 そ の 上 （ 最 上 段 ） に 、 図 ８ に 示 し た 本 体 部 １ ０ の 下 面 １

０ ｙ の 中 央 部 付 近 か ら 下 方 に 延 び る 第 三 の 脚 部 ３ １ を 有 す る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ５ ０ ０ ， ５ ０

０ を 設 置 し た 例 の 側 面 図 を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 第 三 の 発 明 で は 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 中 、 そ の 本 体 部 の 横 断

面 形 状 は 、 相 向 か い 合 う 二 つ の 長 辺 と 、 そ れ ら の 長 辺 に 対 し て 直 角 の 相 向 か い 合 う 二 つ の

短 辺 と 、 長 辺 と 短 辺 と の 間 に 位 置 す る 四 つ の 辺 か ら な る 八 角 形 で あ り 、 前 記 本 体 部 の 下 面

の 八 角 形 形 状 の 短 辺 か ら 当 該 本 体 部 の 外 周 部 に 連 な っ て 内 側 に 向 っ て 傾 斜 し つ つ 下 方 に 延

び る 外 側 面 を 有 す る 脚 部 二 つ を 有 す る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 、 当 該 ブ ロ ッ ク の 脚 部 が 段 毎 に ９
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０ 度 ず つ ず れ る （ 換 言 す れ ば 、 一 段 お き に 同 じ 場 所 に 脚 部 が 積 み 重 な る ） よ う に 積 重 ね て

い け ば よ い 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 第 三 の 発 明 で は 、 最 下 段 ブ ロ ッ ク の 数 は 二 で あ り 、 二 段 目 以 降 の ブ ロ ッ ク の 数 は 二 又 は

一 で あ る が 、 例 え ば 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 四 つ （ 具 体 的 に は

下 段 に 二 つ 、 上 段 に 二 つ ） を 使 用 し て 第 三 の 発 明 を 実 施 し て 構 築 し た も の を 一 単 位 と し 、

そ の よ う な 単 位 を 二 以 上 集 合 さ せ る こ と で 、 人 工 魚 礁 の み な ら ず 、 突 堤 や 離 岸 堤 を 構 築 す

る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 次 に 、 第 四 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 第 四 の 発 明 に 係 る 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 構

築 方 法 で も 、 第 三 の 発 明 に 使 用 し た も の と 同 様 の 形 状 の ブ ロ ッ ク を 用 い る 。 但 し 、 最 下 段

に は 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 三 つ 以 上 用 い る 。 最 下 段 に お け る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 同 士 の 配 置 は 、

第 三 の 発 明 の 場 合 と 同 様 で あ る 。 第 三 の 発 明 と の 大 き な 相 違 点 は 、 第 二 段 目 の ブ ロ ッ ク の

配 置 の 仕 方 に あ る 。 図 ２ ０ に 示 す 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 第 四 の 発 明 で は 、 端 部 に 設 置 さ れ た 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) と そ の 隣 り に 設 置 さ れ た

第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) の 上 に は 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) を 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ

ク ( I ) ， ( I I ) の 脚 部 と 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) の 脚 部 と が 互 い に 直 角 と な る よ う に 且 つ 同

様 の 方 向 に 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) を 載 置 で き る 空 間 を 空 け て 載 置 す る 。 ま た 、 第 二 の

魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I ) は 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) に 対 し 、 そ れ ら の 本 体 部 の 横 断 面 形 状

の 八 角 形 の 長 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 且 つ 近 接 し て 、 但 し 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I )

の 本 体 部 の 横 断 面 形 状 の 八 角 形 の 長 辺 の 長 さ 方 向 に 約 １ ／ ２ だ け ず ら し て 、 第 一 の 魚 礁 用

ブ ロ ッ ク ( I I ) 及 び そ の 隣 り の 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I I I ) の 上 に 載 置 す る 。 こ の よ う に 、

第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク は 、 そ の 本 体 部 の 横 断 面 形 状 の 八 角 形 の 長 辺 の 長 さ 方 向 に 約 １ ／ ２

だ け ず れ な が ら 、 換 言 す る と 互 い 違 い に な り な が ら 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 上 に 載 置 さ れ

る 。 従 っ て 、 両 端 部 の 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I ) ， ( I I I ) は 、 そ の 上 面 の 面 積 の １ ／ ２ 以 上

が 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク が 載 置 さ れ な い た め に 露 出 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 な お 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク ( I V ) 以 降 も 設 置 さ れ る 場 合 に は 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク （

I I I ） 以 降 も 同 様 に 載 置 さ れ 、 第 一 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 中 、 両 端 に 配 置 さ れ た も の に つ い

て は 、 そ の 上 面 の 面 積 の １ ／ ２ 以 上 に は 、 第 二 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク が 載 置 さ れ な い 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 第 四 の 発 明 に お い て 使 用 す る ブ ロ ッ ク は 、 す べ て 同 じ も の で も 、 互 い に 異 な る も の で も

よ い 。 な お 、 木 質 系 材 料 を 備 え る ブ ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 に は 、 木 質 系 材 料 の 本 体 部 よ り

突 出 し て い る 部 分 の 高 さ が 、 ブ ロ ッ ク の 積 重 ね に 影 響 し な い 高 さ と な る よ う な 組 合 せ で 使

用 す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 第 五 の 発 明 は 、 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 二 つ 以 上 を 、 並 置 し 及 び ／ 又 は 積 重 ね て な

る 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 に 関 す る 。 こ の よ う な 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 好 適 例 は

、 既 に 、 第 二 乃 至 第 四 の 発 明 に 関 す る 説 明 中 で 言 及 し た 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 最 後 に 、 第 六 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 第 六 の 発 明 に 係 る 人 工 魚 礁 又 は 藻 礁 の 構 築 方 法

は 、 （ １ ） 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 中 、 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填 さ れ て い る も の

を 含 む 一 つ 以 上 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 、 海 底 に 設 置 す る 、 （ ２ ） 当 該 木 質 系 材 料 を セ ル ロ ー

ス 消 化 能 を 有 す る 生 物 に よ っ て 消 化 、 分 解 さ せ 、 貫 通 孔 を 復 帰 さ せ る 、 及 び （ ３ ） 前 記 魚

礁 用 ブ ロ ッ ク に 海 藻 を 繁 殖 さ せ る こ と を 含 む 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 第 一 工 程 は 、 第 一 の 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 海 底 に 設 置 す る 工 程 で あ る 。 用 い る 魚 礁 用

ブ ロ ッ ク は 、 一 つ で も 二 つ 以 上 で も よ い 。 但 し 、 用 い る ブ ロ ッ ク の 中 の 少 な く と も 一 つ は

、 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填 さ れ て い る も の で あ る 。 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 二 つ 以 上 用 い る 場
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合 、 そ れ ら の 相 対 的 配 置 は 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 並 置 し た り 積 み 上 げ た り す る こ と が で き る

限 り 、 特 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 第 二 工 程 は 、 フ ナ ク イ ム シ 等 の セ ル ロ ー ス 消 化 能 を 有 す る 生 物 を 用 い る 、 貫 通 孔 に 充 填

さ れ て い る 木 質 系 材 料 の 消 化 、 分 解 と 、 そ の 結 果 と し て の 貫 通 孔 の 復 帰 の 工 程 で あ る 。 セ

ル ロ ー ス 消 化 能 を 有 す る 生 物 は 海 中 に 生 存 し て い る の で 、 そ れ ら の 生 物 を 利 用 し 、 ２ 乃 至

５ 年 の 時 間 を か け て 、 第 二 工 程 を 実 施 す る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 第 三 工 程 は 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク に 海 藻 を 繁 殖 さ せ る 工 程 で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 魚 礁 用

ブ ロ ッ ク の コ ン ク リ ー ト 部 分 や 木 質 系 材 料 に 、 海 中 に 存 在 す る 海 藻 の 種 子 や 胞 子 を 着 床 さ

せ 、 海 藻 を 生 育 さ せ 、 そ し て 繁 茂 さ せ る 工 程 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 第 二 工 程 と 第 三 工 程 と は 、 同 時 進 行 し 、 最 終 的 に 、 即 ち 木 質 系 材 料 が な く な る こ と で 貫

通 孔 が 復 活 す る と 、 海 藻 が 繁 茂 し 且 つ 有 価 植 食 生 物 が 棲 息 す る 人 工 魚 礁 又 は 藻 礁 が 出 来 上

が る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 第 六 の 発 明 の 実 施 に 際 し て は 、 す べ て の 貫 通 孔 に 木 質 系 材 料 が 充 填 さ れ て な る 魚 礁 用 ブ

ロ ッ ク の み を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 そ の よ う な 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の み を 用 い る と 、 海 藻

や 海 藻 の 芽 を 食 料 と す る 魚 類 、 鮑 、 伊 勢 海 老 、 ウ ニ 等 の 植 食 生 物 の 棲 息 に 先 立 っ て 海 藻 を

繁 茂 さ せ る こ と が で き る か ら で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 以 下 の と お り で あ る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 第 六 の 発 明 で は 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク が 海 底 に 設 置 さ れ る と 、 先 ず 、 木 質 系 材 料 の 存 在 す る

個 所 に フ ナ ク イ ム シ や キ ク イ ム シ 等 の セ ル ロ ー ス 消 化 能 を 有 す る 生 物 が 棲 息 し 、 そ れ ら の

生 物 に よ り 、 木 質 系 材 料 が 消 化 、 分 解 さ れ る 。 フ ナ ク イ ム シ 等 の 食 害 痕 や コ ン ク リ ー ト 表

面 の 穴 は 、 巻 貝 等 の 植 食 生 物 が 棲 息 す る に は 狭 い が 、 海 藻 の 種 子 や 胞 子 が 着 床 し た り 、 小

型 の 甲 殻 類 や 多 毛 類 が 棲 息 す る に は 十 分 な 大 き さ で あ る 。 フ ナ ク イ ム シ や 小 型 の 甲 殻 類 や

多 毛 類 の 棲 息 に よ り 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 周 辺 は よ い 餌 場 と な る 。 即 ち 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク 周 辺

に 、 小 型 の 甲 殻 類 や フ ナ ク イ ム シ 等 を 好 む 魚 類 が 集 ま る よ う に な る 。 ま た 、 小 型 の 甲 殻 類

や フ ナ ク イ ム シ 等 を 好 む 魚 類 が 集 ま る と 、 海 藻 を 食 料 と す る 魚 類 、 鮑 、 伊 勢 海 老 、 ウ ニ 等

の 植 食 生 物 が 集 ま ら な い の で 、 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク に 付 着 し た 海 藻 が 繁 茂 す る よ う に な る 。 魚

礁 用 ブ ロ ッ ク の 海 底 へ の 設 置 か ら ２ 乃 至 ５ 年 が 経 過 す る と 、 フ ナ ク イ ム シ 等 が 木 質 系 材 料

を 消 化 、 分 解 し 尽 く し 、 木 質 系 材 料 が な く な る 。 木 質 系 材 料 が な く な る と 、 フ ナ ク イ ム シ

等 は い な く な り 、 従 っ て 、 小 型 の 甲 殻 類 や フ ナ ク イ ム シ 等 を 好 む 魚 類 は 集 ま ら な く な り 、

代 わ っ て 、 木 質 系 材 料 が な く な る こ と で 復 活 し た 貫 通 孔 を 棲 家 と し 、 海 藻 を 食 料 と す る 魚

類 、 鮑 、 伊 勢 海 老 、 ウ ニ 等 の 植 食 生 物 が 棲 息 す る よ う に な る 。 し か し 、 こ の と き ま で に は

、 既 に 海 藻 が 十 分 に 繁 茂 し て い る の で 、 植 食 生 物 が 増 え て も 磯 焼 け の 被 害 を 受 け に く い 。

従 っ て 、 最 終 的 に は 、 海 藻 が 繁 茂 し 且 つ 有 価 植 食 生 物 が 棲 息 す る 人 工 魚 礁 又 は 藻 礁 が 出 来

上 が る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 例 を 説 明 し た が 、 こ れ ら は あ く ま で も 例 で あ り 、 本 発 明 は こ れ ら の

好 適 例 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て の み 規

定 さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ９ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 更 に 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 更 に 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 突 起 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 更 に 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 及 び 側 面 図 で あ る

。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 更 に 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 更 に 他 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク に お け る 貫 通 孔 と そ の 貫 通 孔 を 封 止 す る 木 質 系 材 料 の

配 置 や 形 状 の 例 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 ９ に 示 す 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 製 造 途 中 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク の 一 例 の 製 造 途 中 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る

。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね た 人 工 魚 礁 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね た 人 工 魚 礁 の 他 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

【 図 １ ５ 】 最 下 段 に ス ト ッ パ と な る 突 起 を 有 す る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 し て 構 築 し た 人 工

魚 礁 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 最 下 段 に 、 そ の 上 に 載 置 さ れ る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 支 持 す る 突 起 を 有 さ な い （ Ａ

） 及 び 有 す る （ Ｂ ） 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 し て 構 築 し た 人 工 魚 礁 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ

る 。

【 図 １ ７ 】 最 下 段 に 凹 部 を 有 す る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 し て 構 築 し た 人 工 魚 礁 の 一 例 を 示

す 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 下 か ら ２ 段 目 （ こ の 例 で は 最 上 段 ） に 、 第 三 の 脚 部 を 有 す る 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を

使 用 し て 構 築 し た 人 工 魚 礁 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い て 構 築 し た 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 一 例 を

模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 魚 礁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い て 構 築 し た 人 工 魚 礁 、 突 堤 又 は 離 岸 堤 の 他 の 一

例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 　 　 ５ 　 貫 通 孔

　 　 　 ９ 　 突 起

　 　 １ ０ 　 本 体 部

　 　 ３ ０ 　 脚 部

　 　 ４ ０ 　 木 質 系 材 料

　 　 ５ ０ 　 平 坦 な 頂 上 部

　 　 ６ ０ 　 凹 部

　 　 ７ ０ 　 ア ン カ ー ボ ル ト 用 孔

　 　 ８ ０ 　 凹 部

　 　 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ ， ３ ０ ０ ， ４ ０ ０ ， ５ ０ ０ ， ６ ０ ０ ， ７ ０ ０ ， ８ ０ ０ ， ９ ０ ０ 　 魚 礁

用 ブ ロ ッ ク
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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